
柳
俊
夫

小
倉
淳

原
三
郎

伊
藤
順

前

田

公

篤

同

き
日
」

神
津
港
人
同
小
品

き

よ

し

小
松
喜
代
子
水
彩
「
春
」

萬
鉄
五
郎

同
「
男
の
顔
」

同
「
左
団
次
」

堀
（
義
ニ
カ
）

雁
の
水
指

釣
燈
籠

「
休
憩
」

め

「
帰
り
ゆ
く
唄
ひ
女
」
外
に
水

「
傘
を
持
て
る
少
女
」

川
路
柳
虹
油
画
「
老
爺
」

広
川
松
五
郎
同
「
海
の
男
」

山
口

三

郎

同

「
海
荒
る
る
日
」

「
緑
衣
の
女
」

「
自
画
像
」

「砂
丘
の
村
」

日
本
画
大
作
「
浅
草
観
音
堂
」

彩
画
三
点

郷
倉
千
靱
日
本
画
「
神
様
」

広
島
晃
甫
同
「
雑
草
園
」

塚
越
東
七
彫
刻
「
顔
」

幸
崎
伊
次
郎
同
「
W
氏
像
」

井
上
（
直
伍
力
）
同
「
姉
の
顔
」

伊
藤
喬

高
村
豊
周

「
海
辺
の
町
」

「
お
ん
な
」

西
洋
名
家
原
型
に
よ
る
鋳
造
「
ヴ
ェ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
顔
」
鋳

造
「
円
筒
花
瓶
」
「
睡
蓮
灰
皿
」

蒔
絵
菓
子
盆
「
ね
む
の
花
」

更
紗
卓
獣

高
村
豊
周
に
よ
る
と
黒
耀
社
第
二
回
展
は
成
功
裡
に
終
っ
た
が
、
お
祭
り
気

「
静
け

『
国
民
新
聞
』
に
社
外
よ

「
風
景
」
外
小
品

j

り
助
勢
の
作
と
あ
る
。

海
野
勝
斌
の
卒
去

四
月
よ
り
療
蓑
中
だ
っ
た
本
校
教
授
海
野
勝
瑕
は
大
正
四
年
十
月
八
日
午
前

一
時
頃
、
本
所
区
番
場
町
三
八
の
自
邸
に
て
卒
去
し
た
。
こ
の
十
月
四
日
に

は
、
本
人
は
出
席
で
き
な
か
っ
た
が
、
勝
瑕
の
美
校
一
一
十
五
年
勤
続
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
十
月
九
日
付
の
各
新
聞
に
は
写
真
入
り
で
勝

眠
の
逝
去
が
大
ぎ
く
報
道
さ
れ
て
い
る
。
葬
儀
は
、
十
日
午
後
二
時
染
井
泰
宗

寺
斎
場
に
て
執
行
さ
れ
、
同
染
井
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友

会
月
報
』
第
十
四
巻
第
六
号
に
以
下
の
訃
音
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

海

野

教

授

の

卒

去

（

晃

江

記

）

明
治
二
十
三
年
二
月
以
来
本
校
金
工
科
に
赦
鞭
を
執
り
て
熱
心
後
進
を
薫

陶
せ
ら
れ
、
祉
會
に
あ
り
て
は
、
金
工
界
の
矩
匠
と
し
て
、
人
咸
な
其
作
の

傑
出
せ
る
を
慕
ひ
た
る
、
本
校
教
授
―
帝
室
技
藝
員
海
野
勝
眠
先
生
は
、
本
年

〔
十
〕

十
一
月
八
日
病
の
た
め
に
俄
に
卒
去
せ
ら
れ
た
り
。
我
校
の
た
め
美
術
界
の

た
め
、
洵
に
痛
惜
に
堪
へ
ざ
る
な
り
。
先
生
の
病
に
罹
り
た
る
は
本
年
四
月

⑨
 

⑧

設
置
記
念
日
に
お
け
る
河
口
慧
海
の
講
演

分
的
の
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
解
散
し
、

み
で
柱
人
社
を
作
っ
た
と
い
う
。

工
芸
方
面
の
メ
ン
バ
ー
の

大
正
四
年
十
月
四
日
の
本
校
設
置
記
念
日
に
は
河
口
慧
海
の
「
西
蔵
の
美
術

に
就
て
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。
講
演
筆
記
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会

月
報
』
第
十
四
巻
第
九
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
慧
海
の
本
校
に
お
け
る
講
演

は
明
治
三
十
六
年
に
次
い
で
今
回
が
二
度
目
で
あ
る
。
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海野勝眠

g
_〕

の
頃
よ
り
に
し
て
、
其
後
一
時
は
軽
快
に
赴
か
れ
た
り
し
が
、
十
一
月
の
初

に
及
び
逮
か
に
危
篤
に
陥
り
、
遂
に
心
臓
麻
痺
を
以
て
起
つ
能
は
ざ
る
に
至

〔十
〕

れ
り
。
享
年
七
十
有
二
。
病
革
る
や
、
十

一
月
七
日
特
旨
を
以
て
位
一
級
を

進
め
て
従
四
位
に
叙
し
、
同
時
に
勲
四
等
に
陸
叙
せ
ら
れ
、
其
訃
の
聞
ゆ
る

や
、

畏

き
あ
た
り
よ
り
祭
榮
料
を
下
賜
せ
ら
る
。
餘
榮
あ
り
と
い
ふ
べ
き

な
り
。
先
生
は
水
戸
に
生
れ
、
其
後
東
京
に
出
て
4

、
加
納
夏
雄
氏
に
従
ひ

大
に
今
日
の
榮
魯
を
博
す
る
に
至
れ
り
。
資
性
悟
淡
利
を
外
に
し
て
克
く
人

の
為
に
盛
し
た
る
、
亦
以
て
其
人
を
高
う
し
た
る
も
の
あ
り
。
〔
以
下
略
〕

勝
眠
は
弘
化
元
年
五
月
十
五
日
に
旧
水
戸
藩
士
海
野
伝
右
衛
門
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
幼
少
の
頃
か
ら
同
藩
士
海
野
美
盛
、
萩
谷
勝
平
ら
に
就
き
彫
金

を
学
ん
だ
。
明
治
元
年
に
上
京
す
る
。
廃
刀
令
の
た
め
に
装
剣
を
業
と
す
る
者

の
多
く
が
失
職
す
る
な
か
で
、
装
金
の
技
を
美
術
品
に
応
用
す
る
こ
と
で
成
功

し
た
。
明
治
十
年
以
来
、
内
外
博
覧
会
に
作
品
を
発
表
し

一
六
四
個
も
の
賞
牌

を
受
け
て
い
る
。
明
治
二
十
三
年
、
東
京
美
術
学
校
雇
と
な
る
。
加
納
夏
雄
に

師
事
。
明
治
二
十
四
年

助
教
授
、
同
二
十
七
年

教
授
と
な
る
。
在
職
ニ

五
年
の
傍
ら
、
各
種
競

技
会
、
博
覧
会
の
審
査

員
を
歴
任
し
、
家
塾
を

開
い
て
子
弟
を
養
成
し

こ。
キー
．

⑩ 大
正
八
年
六
月
一
日
に
は
本
校
構
内
に
勝
瑕
の
銅
像
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
除

幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
田
口
勝
山
を
総
代
と
す
る
門
下
生
お
よ
び
賛
同
者
約
五

百
名
の
醸
出
金
で
、
本
校
教
授
海
野
美
盛
が
原
型
を
制
作
（
像
背
面
刻
書
「
Y
.

u」
)
し
阿
部
整
美
が
鋳
造
（
台
座
背
面
刻
書
「
整
美
鋳
」
）
し
た
。

東
台
美
術
会
結
成

大
正
四
年
十
二
月
十
二
日
、
東
京
美
術
学
校
卒
業
生
に
よ
る
東
台
美
術
会
が

結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
以
前
に
日
本
画
科
卒
業
生
の
み
に
よ
る
東
台
画
会
が
あ

り
、
明
治
四
十
五
年
、
大
正
二
年
、
同
四
年
と
一
二
回
展
覧
会
を
開
い
て
い
た

が
、
同
会
も
東
台
美
術
会
に
吸
収
さ
れ
た
。

結
成
の
経
緯
や
規
則
等
に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十

四
巻
第
七
号
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東
台
美
術
會
の
設
立

過
ぐ
る
大
正
三
年
四
月
、
本
校
開
校
満
二
十
五
年
祝
賀
を
な
す
の
時
に
方
り

て
、
本
校
卒
業
生
有
志
諸
氏
は
脊
謀
り
醜
金
を
な
し
て
之
が
祝
賀
記
念
の
た

め
に
、
元
倶
楽
部
の
傍
ら
に
接
績
し
て
、
二
階
建
家
屋
を
新
築
し
、
同
時
に

校
友
會
は
元
倶
楽
部
の
内
部
を
修
飾
し
た
れ
ば
、
相
侯
ち
て
従
来
の
面
目
を

改
め
、
便
利
に
し
て
心
地
よ
き
建
物
と
な
り
た
る
を
以
て
、
昨
大
正
四
年
六

月
十
二
日
穂
會
を
開
き
、

其
名
を
東
京
美
術
學
校
倶
楽
部
と
稲
し
、
其
規
則

を
も
定
め
、
爾
来
各
種
の
會
合
に
使
用
せ
ら
れ
、
或
は
地
方
上
京
者
外
國
蹄
朝

者
の
宿
泊
休
憩
等
に
も
利
用
せ
ら
れ
つ

4

あ
り
し
が
、
其
後
卒
業
生
中
有
志

諸
氏
は
又
別
に
協
議
す
る
所
あ
り
て
、
其
趣
意
と
す
る
所
は
卒
業
生
に
開
す

る
各
種
の
事
業
を
な
さ
ん
と
す
る
に
あ
り
け
れ
ば
、
寧
ろ
此
際
こ
の
倶
楽
部
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